
　　　　

書名 著者名　 出版社 請求記号

本郷和人 河出書房新社 210.4
下斗米伸夫 河出書房新社 238
鏡味完二 講談社 291
田中孝幸 東洋経済新報社 312
山守瑠奈 創元社 484
アリス・ジェームス 東京書籍 498
井出留美 旬報社 611
田中淳夫 新泉社 650
勝浦雅彦 光文社 801
朝永理人 宝島社 913.6
海堂尊 文藝春秋 913.6
河野裕 ポプラ社 913.6
永井みみ 集英社 913.6
町田そのこ 東京創元社 913.6

〈ミニビブリオバトル・ブックリスト〉
『水槽の中』　畑野智美・著（KADOKAWA)
『図書館戦争』有川浩・著（KADOKAWA)
『真夜中のマリオネット』知念実希人・著（集英社）
『屍人荘の殺人』今村昌弘・著（東京創元社）
『怖ガラセ屋サン』澤村伊智・著（幻冬舎）
『容疑者Xの献身』東野圭吾・著（文藝春秋）
『１００万回死んだねこー覚え違いタイトル集』
 福井県立図書館・著（講談社）
『青春ブタ野郎はバニーガール先輩の夢を見ない』
 鴨志田一・著（KADOKAWA)
『５分後に意外な結末』土屋徹・著（学研プラス）
『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。』
 汐見夏衛・著（スターツ出版）
『早朝始発の殺風景』青崎有吾・著（集英社）
『花や咲く咲く』あさのあつこ・著（実業之日本史）
『王とサーカス』米澤穂信・著（東京創元社）
『ブラックペアン1988』海堂尊・著（講談社）
『かにみそ』倉狩聡・著（KADOKAWA)
『夢へ翔けてー戦争孤児から世界的バレリーナへ』

『緋色の研究』コナン・ドイル著/駒月雅子・訳（角川書店）
『博士の愛した数式』小川洋子・著（新潮社）
『チーズはどこへ消えた？』スペンサー・ジョンソン著（扶桑社）

『弱くても勝てます―開成高校野球部のセオリー』

 高橋秀実・著（新潮社）
『幻夏』太田愛・著（KADOKAWA)

 自分のこころとうまく付き合う方法 

鎌倉殿と１３人の合議制　河出新書

増補改訂版　図説ソ連の歴史
日本の地名　講談社学術文庫
１３歳からの地政学
たくましくて美しいウニと共生生物図鑑

ミシンと金魚
うつくしが丘の不幸の家　創元文芸文庫

ミケーラ・デプリンス著/田中奈津子・訳（ポプラ社）

『脳にまかせる勉強法』池田義博・著（ダイヤモンド社）

食べものが足りない！食料危機問題がわかる本

虚構の森
つながるための言葉「伝わらない」は当たり前

観覧車は謎を乗せて　宝島社文庫

奏鳴曲　北里と鴎外
君の名前の横顔

梅雨に

負けるな！

前回につづき、新しく赴任された先生方の推薦図書をご紹介します。

『 深呼吸の必要 』 長田 弘・著

（晶文社）

この詩集との出会いは学生時代の友人のブログに、お薦めの一冊とし

て紹介されていたことによる。詩など読みそうにないタイプだったので

意外に思い、薦める理由をメールで聞いてみた。返信には、中学校の国

語の教材だったことに加え、当時の担当の先生に「大人になったらぜひ

読み直して。」と言われ大切にとっておいたことなどが書かれていた。

「きみはいつおとなになったんだろう。きみはいまおとなで、子ども

じゃない。子どもじゃないけれども、きみだって、もとは一人の子ども

だったのだ。」

今となっては叶わないことだが、このように紡ぎ出される詩の世界に

十代のうちに出会いたかったと思う。今の年齢で初対面するよりも深い

感動が得られたはずだ。私は友人が羨ましくてならない。

『 暗記しない数学 』

迫 佑樹・著

皆さんは暗記に苦労した経験がありますか？

量に違いはあれど、教科を問わず暗記は必要になります。数学に

おいても定義や公式、定石の解法など暗記すべきことはそれなりに

あると思っていますが、ただ闇雲に覚えるだけでは中々記憶に定着

しません。特に数学の公式は文字ばかりで何を表しているかよくわ

からないという印象を受ける人が多いと思います。

そこで私がおすすめしたい一冊が本書となります。本書は、加法

定理とシグマの公式の二つをそれぞれ違った方法で視覚的な理解を

するという内容となっています。

まだ習っていない人は予習のため、既に習ったけれど内容を忘れ

てしまったという人は、今一度理解を深めるため、また視覚的な理

解を用いて暗記量を減らすためのメソッドとしても有用な一冊だと

思います。
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本のむし

新着

図書案内
今月の１冊

予選代表…『 早朝始発の殺風景 』👑チャンプ本

『 幻夏 』 👑チャンプ本

『 夢へ翔けてー戦争孤児から世界的バレリーナへ 』

『 図書館戦争 』（発表順）

☆ ミニビブリオバトル 2022 in 高北 ☆

♢決勝は接戦となり、上位２冊が同票でチャンプ本に選ばれました。おめでとうございます！

みなさん、こんにちは図書委員です。文化祭が

終わり、すっかり梅雨の時期に入って、じめじめと

した日々が続いていますね。そんな日に、読書を

してみてはいかがですか？雨の音色を聴きながら

静かに読書をする。きっとそれはあなたの心を癒や

してくれるでしょう。上のブックリストは、図書委員

が選別した本が並んでいます。ぜひ、この機会に

手に取ってみてはいかがでしょうか？

※書影は「版元ドットコム」より引用


